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赤穂市の蝶類
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均気温も5．4℃、 5．8℃と高く（1971～1978年の8年間

の平均値)､年間の最低気温も過去8年間において一度

も－3℃を下まわったことかない。年間降水量は1180

mmと少な< (Table､ 11参照)､典型的な瀬戸内海性気候

の特性を示しており、比較的めぐまれた気象条件を備

えた地方である。近年この気候を利用して柑橘類の栽

培も加里屋、塩屋、尾崎、木生谷等の南向きの山麓斜

面を利用しておこなわれるようになっており、その栽

培面積も56haと次第に増加しつつある。

Table. I 赤穂市の土地利用状況

I ). はじめに

昭和37年兵庫県立赤穂高等学校に勤務するようにな

って以来、赤穂市及びその周辺の蝶のファウナの解明

調査を試みて来たのであるが、その断片的な事項に関

してはこれまでにもその都度報告しておいた。

1． 西播の蝶分布資料(1) ：兵庫生物,Vol. (4)No2

2． 西播の蝶分布資糊2) ：兵庫生物,Vol.(4)No.3～4

3． 西播の蝶分布資料(3) ：兵庫生物,Vol. (4)NQ5

4． 西播の蝶分布資料(4) ： 自刊（1965. 11. 5）

さらに、 ' 1967年赤穂市、相生市、赤穂郡の2市1郡の

蝶相については、 、同高校の創立四十周年を記念して出

版された研究紀要の紙面にまとめて報告しておいたが

（西播の蝶分布資判5)、赤相の蝶類)、 その後、開発

等による環境の変化、新産地の発見、気候等の変化に

ともなう新しい土着種の問題等、興味ある新しい事実

もいくらか出現したので、これらの新知見も加えて、

再度、範囲を赤穂市に限定してそのファウナをまとめ

てみたいと思う。

赤穂市は県の西南端に位置し、 .北は赤穂郡、東は相

生市、 さらに西は直接岡山県の日生町及び備前市と境

いを接し、南に瀬戸内海を望む総面積127.02km2、人口

約51,000人、 世帯数14,100の地方都市である。 市の

東部を北より南にむかって県下有数の清流千種川が流

れ、その下流に発達したデルタ地帯に市の中心街が発

達している。かっては発達した遠浅の海を利用して入

浜式の塩田をもち、全国有数の塩の産地として知られ

ていた当地方も、その方式がイオン交換式に変化する

につれて広大な塩田は不必要となり、そのあと地に近

年大工場の進出がみられるようになり、環境条件も次

第に変化しつつある。古くから千種川流域や北部の国

道2号線にそった平担部及び市西部の大津川流域を中

心にして水田が開かれているが、市全体としてはその

面秋は比較的少なく 、全面穂のわずか11%にすぎない

(Table. I参照)。 市の北部、西部を中心としてその

大部分が標高400m以下の低山地になっている。

気候は温暖で年平均気温が16．4℃（1971～1978年の

8年間の平均値） もあり、姫路(15．4℃）､明石(15.3℃）

等と比較してもやや気湛は高い。又、 1月、 2月の平
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であり、当然栽培地周辺には放置され消毒されないミ

カン類も相当数みられるので（栽培地においては年数
回の薬剤散布がおこなわれる）、 これら栽培性の柑橘
類を食草とするPapilio属の個体数は比較的多く 、 こ
のことが当地方のファウナの大きな特性ともなっている。

コバノトネリコ、 イボタ、エノキ、スイカズラ等の

いわゆる蝶の食草となりうる樹木等は主として山麓の

雑木林の中で発見されるが、場所によっては相当密度

の高い所もある。又、赤穂城跡公園周辺にはクス、 カ

ワヤナギ等が多数植えられており、市内の|日家の屋根

にはツメレンケが群生している所もある。 さらに海岸

の塩田跡や河川敷にはミヤコグサの群生地もみつかつ

Table. I1 赤穂市年間降水量

工
坐＃

＃工｜撤一

－ヨ
ている。

II) 植生について

すでに述べたように市の面積127.02km2の内、その68

％強にあたる86.52km"が山林である (Table． I参照)。
しかも、当地方のあちこちで採石がおこなわれている、

ことからもわかるように、山地はその地表近くまで岩

盤が迫っており、表層土は極めて貧弱で地味も痩せて

いる。特に山の急斜面においては、雨水によって表面

が洗い流されることも一つの大きな原因となってA層

の発達は極めて悪く 、場所によってはA1 、A2層の消失

している所も多い。 このような土壌条件が原因となっ

てこれら山地の植生は極めて貧弱であり、倭生のクロ

マヅが中心となった、ヅツジ類、 ノ､ギ類、ヤシャプシ

等をまじえた樹高の低い潅木林となっている。植物群

落の遷移は、いわゆる土地極相の段階でその遷移が停

止しているのが現状である。 このような状況であるか

ら、佐用郡、宍粟郡の山林にみられるような植物によ

る人工林はほとんどなく 、全山林のわずか4％程度が

人工林であるにすぎない。ただ部落周辺の山麓や、山

と山との谷合いには比較的表土が発達し、土壌含水量

も多いやや土壌の肥沃な所もいくらかあり、 こういう
所においてはクヌギ、 コナラ等の落葉性広葉樹や、ア

ラカシ、 シイ、ツバキ、 クス等の常緑広葉樹が生えて

いる。こういう場所では遷移も気候極相にまで進んで

おり、植物群落も安定していて、 したがって当市に産

する蝶のファウナの大部分のものが、 こういう場所に

生息していることになる。

一方前述したように、近年南向きの斜面を利用して

果樹の栽培が次第に盛んにおこなわれるようになって

来ており、その面積も59haに達している。現在、加里

屋駅裏一帯、塩屋、木生谷、折方等を中心とした西部

山麓、 さらに南東部の尾崎、御崎を中心とした地域と

ほぼ3箇所がその中心となっているが、市の政策とも

あいまって将来さらに広がるものと思われる。 これら

の地域で栽培されている果樹の内の9割以上がミカン

Fig. 11 赤穂市の植生

111). 主な種類に関して

1)Papiliomemnontunbergii vonShibold(ナガサキアケハ）
県下各地の瀬戸内海沿岸において毎年少数ではある

が採集されつづけて来た本種も、土着しているかどう
かという点になると淡路島を除いてはこれまでその土

着が疑問視されて来た種類である。 これまでの成虫の
採集例としては、宝塚市、芦屋市、西宮市､加古川市、
姫路市等が報告されており、これらの内、加古川市の
ナツミカンからは自然状態において卵も採集されてお

り、成虫にまで飼育されたという報告もある （山本広
一・兵庫生物、Vol､5.No.2.1966)。当赤穂市においても

1961年に2例、 1965年に1例、 1974年に1例の採集及
び目撃が報告されており、 1961年の2例については以
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ていた洲本市の当時における冬期の最低気温が－3℃

前後まで下がっていることも考え合わせてみた場合、

当地方における土着の可能性もここ最近の気温の状態
からみて十分に考えられるようになって来たわけで、

今後、越冬中のサナギの発見と、 自然状態での野外で

の越冬が可能かどうかの確認力窪まれるところである。

汀にも報告しておいた（岩村巌・中谷iit寺：兵庫生物

/o1. 5. No5. 1968)。

○1961. 7月下旬 1旱赤穂市尾崎（北条）

○1961． 8月上旬 1＄赤穂市尾崎（花房）

○1974． 9．11． 1旱赤穂市上仮屋大石神社
（鈴木）

1961年の採集者はいずれも当時の小学生であl) 、採集

|固体は採集時の不手際で大破していたが鮮度は新鮮な

個体であった。標本はいずれも採集者により保管され

ていたが現在不明である。 1974年に採集された早につ

いては、生きたまま筆者の手元にとどけられたので採

卵を試み、 13卵を得ることが出来たが、いずれも無精

卵でありくう化には至らなかった。山本氏によれば、

(1)赤穂市の冬期の気温が淡路島の産地の比較してや

や低いこと。

(2)採集個体がいずれも8～9月にかけてのものであ

l) 、 5～6月にかけての採集報告がないこと。

等の理由により、一時的な偶発の可能性が強いと結

論されておI) 、事実そうであろうと筆者も考えていた。

ところが最近1977～1978年にかけて近くの揖保郡御

津町室津において相当数の個体が採集されるにいた!) 、

それとほぼ時を同じくして当赤穂市においても採集又

は目撃記録がめだって増加してくるようになi) 、 しか

も早いもので5月下旬、おそいもので10月上旬と次第

に時期的な幅も広がって来ており、当地方においても

土着したのではないかという希望がもたれるようにな

って来た。

○1977．7．12． 13 赤穂市加里屋ミカン山(岩村）

○1977.7.2218 赤穂市加里屋ミカン山(岩村）

○1977-9.31. 13目撃赤穂市加里屋ミカン山(岩村）

○1977．8． ？ 13目撃赤穂市加里屋ミカン山(松村）

○1978.5.30. 13目撃赤穂市加里屋ミカン山(岩村）

○1978.6.18. 1$ 赤穂市上仮屋城内 （岩村）

○1978.8.16. 1舌 赤穂市加里屋駅襄 （岩村）

○1978．9．16． 1芋目撃赤穂市加里屋駅裏 （岩村）

○1978.10.6. 1早目撃赤穂市加里屋駅裏 （山根）

1971～1978年の8年間における当地方の年平均気温

は1974年をのぞいFてほぼ15℃～17℃の問にあり、年と

ともに次第に上昇する傾向を示している。特に1977～

1978年にかけては16℃台を示し、 1971年72年等にくら

べると約1℃近い上昇がみられる。又、前にものべた

ように8年間の1月及び2月の平均気温も5．4℃、 5．8

℃と比較的高く 、年間に記録した最低気温も一番低い

年で－3℃高い年は＋2．4℃もあり、 どんなに気温が低

下しても－3℃を下まわったことがここ8年間には測定

されていない。 1960年代土着していることが確認され

兵庫県累年等降水量線図（全年）
（1941～1970）
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4

兵庫県累年平均等温線図（全年）
（1941～1970)
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尾崎等の千種川流域に点在する部落周辺と、西部の折

方、大津、奥、真木等の大津川流域の山麓であり、や

や奥に入った山地帯には食草の関係もあって、横山以

外今の所みつかっていない。各地における成虫の採集

記録の内で、比較的新しい代表的なものをあげると次

のようなものがある。

○1972. 6.25. 1合 尾崎 （松村）

○1973. 6.13. 2芋 小山 （藤原）

○1974. 6.14. 4早 春日 （岩村）

○1974. 6.24. 333早富原 （岩村）

○1975． 7． 2． 3旱 横山 （岩村）

○1976． 6．13． 23 楢原 （岩村）

○1977. 6.19. 131早大津 （岩村）

○1977. 6.19. 1舎1￥真木 （岩村）

成虫の姿は6月上旬から見られ（最も早いもので6

月2日.19・春日・松村の記録がある）､中旬が最盛期で

ある。遅いものは7月上旬まで見られるが(1975.7.2,

3芋、横山、岩村)、 6月下旬をすぎると大破した個体

が多くなる。最近当地方においても成虫の調査のみな

らず、卵、幼虫等の採集も盛んにおこなわれるように

なって来たこともあって、急速に分布の状況、個体数

の多少、周年経過等本種の当地方における生態が判明
凸

するようになって来た。田端、折方、奥等の産地は卵

幼虫調査によって発見されたものである。

○1976. 12.25. 32卵 春日 （岩村）

○1977． 1． 7． 61卵 冨原 （岩村）

○1978． 3． 2． 28卵 奥 （岩村）

○1978． 3． 2． 17卵 折方 （岩村）

○1977． 5． 1． 26幼虫春日 （岩村）

○1977． 5． 1． 17幼虫小山 （岩村）

○1978． 5． 3． 6幼虫田端 （岩村）

卵は食樹の基部のひだの内側やくぼみ等に10卵程度

ずつまとめて生みつけられている場合が多いが、 まれ

には、やや上部の枝のとれたあとに出来ているくぼみ

等で発見されることもある。樹高の高い大きな食樹よ

りもむしろ比較的小さいものに生みつけられている場

合が多いが、卵のう化率はそれほど高いものではない

ようで、生みつけられている卵の数にくらべると幼虫

の個体数はかなり少ない。冬期冷蔵庫で保管した本種

の卵のう化率は保管の悪さもてつだってか、 50％前後

である場合が多い。 自然状態における卵のう化は比較

的早く3月の下旬には大部分のものがフ化してしまう

ようで、 4月に調査してみるとほとんどぬけ殻ばかり

の卵しか発見されない。 5月に入って食樹の葉上で見

られる幼虫は比較的見つけやすいが、終令になると日

中、枝の分枝部分に静止していることが多く発見しに

Fi9.V 1月等温線図(1941～1970)
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Table.Ⅲ 赤穂市の気温
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2). UssurianastygianaButler (ウラキンシジミ）

食草のコバノトネリコは当地方の雑木林の中では致

る所で見うけることができるが、本種の産地はやや限

定されており、どこででも見られるというわけではな

い。現在までの調査において判明している主な産地は

楢原、牟礼、横尾、周世、富原、田端、春日、小山、
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○1965． 6．15． 1＄ 横尾 （岩村）

○1968． 6．21． 1.旱 尾崎 （岩村）

○1969． 6． 1． 1＄ 大津 （粉引）

○1974. 5.23. 131芋 折方 （岩村）

○1975． 5．28． 1＄ 目坂 （岩村）

○1975． 5．28． 1＄ 中山 （岩村）

○1976． 5．21 ． 131早 横山 （岩村）

○1976. 5.24. 1¥ 上所 （岩村）

○1976． 5．24． 18 牟礼 （岩村）

○1977． 5．21. 13 坂越 （岩村）

○1978． 5． 3． 2終令幼虫 春日 （岩村）

○1978. 5. 8. 1終令幼虫3蜥田端 （岩村）

○1978． 5． 3． 2終令幼虫 周世 （岩村）

4). Zizinaotisemelinadel'0rza. (シルビアシジミ）

現在までの所、市内で採集された記録の残っている

地域は目坂、野中、尾崎大橋西岸の千種川の堤防と大

津及び海岸近くの新港の計5箇所のみである。 これら

の内新港をのぞいては他のいずれの地区においてもそ

の個体数は多くない。尾崎大橋及び野中の2箇所の産

地は筆者か1963年に調査して確認したものであるが、

一昨年の当地方をおそった大水害を契機に、千種) | |堤

防の大規模な改修工事がおこなわれており、その環境

が一変してしまい、現在生息しているかどうか確信が

ない。一方、 これまで毎年7月～8月にかけて多数の

個体が採集されて来た新港においても、急速な塩田跡

への工場の進出により、埋め立て等による環境の破壊

が著しく 、今後生息しつづけるかという点になると大

いに疑問かある。当地方での産地の代表的な記録をあ

げると次のようなものがある。

○1963. 6.27. 3合2旱尾崎大橋 （岩村）

○1963． 9． 7． 23 野中 （西垣）

○1965. 10.10. 1$ 大津 （岩村）

○1969． 9．13． 131￥ 目坂 （粉引）

○1976. 7.27. 26312竿新港 （松村）

○1976． 9．14． 1234旱新港 （松村）

○1977. 10. 8. 231旱新港 （岩村）

過去の採集記録をみるかぎりにおいては当地方では

年5化の可能性が強く 、第1化は4月下旬、 2化が6

月上旬、 3化が7月下旬～8月上旬、 4化が9月上中

旬で、 10月に入ってから第5化の発生がみられるよう

である。 4月下旬にみられる第1化の個体数は、 この

時期の調査の不十分さもてつだって極めて採集記録が

少なく 、わずかに131早の2個体が確認されている

にすぎない。 しかし、 7月下旬～8月上旬及び9月に

みられる第3、 4化と考えられる個体数は比較的多い

ようで、相当数の採集記録が報告されている。今の所、

〈 〈なる。又、令が進むにつれて寄生率も急速に高く

なるようで、採集した幼虫43個体の内4荊近い16個体も

のものが寄生されていたという記録もある。

Fig.Ⅵ 赤穂産蝶類7種の分布概図

3). ArtopoetespryeriMurray (ウラゴマダラシジミ）

食樹となるイボタは当地方においては比較的普通に

みられる種類であり、ほとんどの山麓や部落周辺でそ

の姿を見出すことが出来る。他のゼフィルスにくらべ

てその発生時期は比較的早く 、早い個体は5月下旬よ

I)出現することが確認されているが、やはり最も多い

のは6月に入ってからである。当地方においては部落

周辺の谷合いや、やや日かげになる雑木林においてみ

られるが、あまり乾燥したところには発見されない。

又食樹が多い割には成虫の姿はそれほど多いものでは

ない。現在までの所、大津、奥、折方、真木、尾崎、

坂越、田端、 目坂、小山、春日、横山、周世、横尾、

上所、牟礼、中山等相当広い範囲にわ･たって採集され

た記録が残されているが、一簡所で多産することはな

いようである。今後、卵・幼虫・サナギ等のさらにく

わしい調盃をおこなってゆくにつれて、 さらに新産地

のみつかる可能性は十分にある。記録の代表的なもの

には次のようなものがある。

－5－






































































